
令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト特集

市内史跡地で収穫した梅を使用し

てさまざまな製品が完成し、発表

会や報告会などを行いました。

梅プロジェクト総合イベント開催

　３月30日㈭、令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクトの総合イベントを開催しま

した。本イベントでは、史跡地に新たに南高梅の木110本を植える植樹セレモニー、

新製品「蝶矢謹製大宰府梅酒」完成発表会、太宰府の梅分析調査研究報告会を

行いました。

　植樹では、本プロジェクトにおける梅の調査研究、商品開発に役立ててほしいと、

日本経済大学、福岡大学から梅の木が寄贈されました。

　蝶矢謹製大宰府梅酒は、粘り強いトップ交渉を重ね、令

和の都だざいふのストーリーと世界のチョーヤの技術のコラ

ボレーションで至極の味わいとなりました。限定500本の本

市ふるさと納税返礼品としています。

　梅分析調査は、福岡大学や福岡農業高校が共同研究を

行い、太宰府の梅の成分やその健康効果などについて、分

析方法を確立するなどしました。

「蝶矢謹製大宰府梅酒」

※ふるさと納税返礼品の発送は、市外在住者に限ります。

梅分析調査に携わる
関係者

史跡地に植樹された
梅の木

太宰府市副市長

原口　信行

学校を卒業した後、大阪でしばらく民間企業に勤め

ていました。独身寮が奈良にあり、そこから近鉄奈良

線で大阪都心までの通勤です。

寮の裏手に赤松林があり、駅までの道程で「ケンケ

ン」とキジの鳴き声が聞こえました。満員電車に乗る前のホッとする時間でし

た。

太宰府市に転職後、長女の小学校入学を機に、史跡地にほど近い市内の

マンションに転居しました。実はここでも道を歩けば「ケンケン」とキジの鳴き

声が聞こえます。

奈良も太宰府も、自然の中に歴史が息づくとても素晴らしい街です。そこ

で私は主に公共施設などの整備、都市計画などのまちづくりに従事してきま

した。

定年後は秘書係に再任用され、それからは市民の皆様の声を聴き、出来る

ものから政策に反映させることが主な仕事になっています。

史跡地の先進的多用途活用をはじめ楠田市長の各種施策を推進し、皆様

のご期待に少しでも応えられるよう努力して参ります。
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【予算特集】令和５年度当初予算

　令和５年度主な事業

５月は消費者月間です

民生委員・児童委員をご存じですか

後期高齢者の集団検診が始まります
後期高齢者医療保険料算定方法が決定

新型コロナウイルスワクチンの接種について

市からのお知らせ

【保存版】介護補予防のための健康づくりカレンダー
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令和５年度　当初予算

令和５年度当初予算　世代・カテゴリー別予算令和５年度当初予算　世代・カテゴリー別予算

本年度は、Ｐ４～７で紹介した主な事業も含めて、下記のライフステージなどに応じ、全世代に対する支援

を講じる予算を計上しています。

安心して生み育てられるまちに
（妊娠・出産期）

●伴走型相談支援および出産・子育て
応援給付金の一体的実施

●初回産科受診料の支援

●多胎妊娠の妊婦健康診査支援

●産後ケア事業の拡充

61,974千円

486千円

153千円

2,052千円

小さな子どもたちがすくすくと
（就学前児童）

●待機児童ゼロへの取組推進

●保育所へのICT導入推進　 　　

●届出保育施設運営支援　　　

●待機児童支援補助金　　　　　

250,463千円

2,250千円

1,930千円

1,895千円

子どもたちの心と身体に栄養を
（小・中学校生徒）

●中学校完全給食の実施

●不登校児童生徒支援の推進

●水城小学校管理棟他改築工事

●学業院中学校整備計画の策定　 

　　　

190,388千円

46,456千円

1,272,545千円

38,080千円

次代を担う子どもたちの未来のために
（子育て期全般）

●子ども学生美術展・世界に羽ばたく
人材育成表彰　

●こども家庭センターの開設

●太宰府市教育大綱の改定

●養育費確保支援事業

1,840千円

15,374千円

242千円

400千円

いくつになってもチャレンジ
（高齢者）

●通いの場などへの積極的支援

●生活支援体制整備事業の推進

●長寿クラブへの支援推進

●スマートフォン講座　　　　　　　　　　　

　　

16,213千円

15,221千円

2,430千円

180千円

全世代が楽しく元気に過ごせるまちに
（全世代）

●全世代交流フリースペースの活用推進

　

●全世代交流型移動図書館

●市民の森整備管理運営計画策定

●アピアランスケア推進事業

8,106千円

24,122千円

21,350千円

　

440千円

多様な人材の居場所と出番づくり
（女性・氷河期世代など）

●女性相談体制の拡充

●子供の居場所づくり・
シングルマザー支援事業

●孤独・孤立対策の推進

●職員採用・育成の充実

5,977千円

16,502千円

300千円

3,756千円

障がいのある人に寄り添うサポート
（全世代）

●バリアフリーの計画的な推進

●点字ブロックの整備促進

●医療的ケア児等
在宅レスパイトケア支援事業

●請求審査事務の適正化及び効率化

　　

450千円

3,582千円

360千円

792千円
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まちのトピ クスッ

　３月11日㈯に本年還暦を迎える人（卯辰会）、18日㈯に初老の男性（亥子会）

が、それぞれ厄払いのために太宰府天満宮に梅の木を献じる梅上げ行事を行

いました。本行事は太宰府市民遺産第10号でもあります。

　参加者はそろいの朱色の法被を着て、牛に梅の木を引かせて五条から太宰

府天満宮までを練り歩きます。道中を太宰府梅ばやし隊がお囃子で盛り立て

ました。沿道では、還暦・初老を祝う地域の人から接待も行われました。

　太宰府の梅上げ行事がおこなわれました地域の伝統行事

梅上げの様子

　アンバサダーの米良美一さんと総合演出のタレント・徳永玲子さん、実行委

員会の皆さんがイベントＰＲのため、３月16日㈰に市役所を訪れました。

　音楽祭は、太宰府を愛するプロの音楽アーティスト、一般の合唱団や演奏家

たちが集まり、６月25日㈰に開催されます。詳細はＰ34に掲載しています。

　米良美一さん、徳永玲子さんが「西の都太宰府音楽祭2023」をＰＲ市民団体の活躍

PRに訪れた
米良さん（左から２人目）と徳永さん（右）

め　ら よしかず とくながれい こ

　２月17日㈮に認知症の高齢者を手助けし、筑紫野警察署から感謝状の贈呈

を受けた太宰府南小６年生の山﨑強士郎さんと沼田凌央さんが、３月31日㈮

に表敬訪問しました。

　楠田市長は「粘り強く様子をうかがい、転倒した高齢者を手助けした心優し

さと勇気ある行動は市の誇りです」と２人を称えました。

　高齢者を助けた小学生２人に感謝状市民の活躍

感謝状の贈呈を受けた
山﨑さん（前列左）と沼田さん（前列右）

　３月17日㈮、西日本シティ銀行太宰府支店２階に設置している「おもてなし

アート」がリニューアルしました。筑紫台高校と西日本シティ銀行、本市が「令

和の都だざいふを盛り上げよう」と取り組む連携事業の第３弾で、同校の美術

部が制作。令和の都だざいふ応援大使おとものタビットなどが描かれた躍動

感あるデザインで、西鉄太宰府駅に降り立つ観光客を迎えます。　

　地元高校生によるおもてなしの想いあふれる力作です。立ち寄る際はぜひご

覧ください。

　太宰府駅前おもてなしアート第３弾が完成産官学連携

絵画を制作・設置した
筑紫台高校の生徒の皆さん

　第４回全日本バトントワーリングジュニア選手権大会出場の報告のため、福岡ファイヤーバードバトンチームに

所属する、磯田和歩さん(学業院中１年)、柴田果愛さん(太宰府東小５年)、法

村柚希さん(水城小５年)、永椎心咲さん(太宰府小４年)、三浦一花さん(水城

西小３年)、三浦優花さん(水城西小３年)が３月22日㈬、表敬訪問しました。

　緊張した表情の選手たちでしたが、すぐに素敵な笑顔を見せてくれました。

　楠田市長は「本番は緊張するでしょうが、緊張は人を成長させます。日頃の練

習の成果が発揮できるように頑張ってください」と激励の言葉をかけました。

　福岡ファイヤーバードバトンチームが全国大会出場

報告に訪れたコーチ（写真中央）と選手たち

世界に羽ばたく人材育成

いそ だ

むら

み うら ゆう か

ゆず き ながしい み　うらいち かこ　こ

しば た のりか　えな　ほ

やまさき ぬま た り おきょう し ろう

 「えほんとわらべうた プチ・ぷちぷち」から絵本などの寄贈団体からの寄贈

　絵本の読み聞かせ活動などを行っている市民団体「えほんとわらべうた 

プチ・ぷちぷち」から３月16日㈭、市民図書館と子育て世代包括支援セン

ターへ絵本とパネルシアターキットの寄贈がありました。

　同団体は、昨年11月に推薦優良読書グループとして公益社団法人読書推

進運動協議会から表彰されています。楠田市長は日頃の活動に対し感謝の

言葉を伝えました。
寄贈した団体の皆さん

（左から２・３・４人目）

　大人の塗り絵コンクール太宰府市長賞授賞式健康づくり応援

　明治安田生命保険相互会社主催の大人の塗り絵コンクールで、太宰府

市長賞受賞作品が決定し、３月27日㈪に授賞式を開催しました。

　同社は高齢者・健康づくり支援の一環として、脳の活性化、集中力アッ

プ、認知症予防を目的に本コンクールを実施しています。

　同社と本市は令和３年11月に包括連携協定を締結し、協働取り組みとし

て本コンクール内で初めて太宰府市長賞を設けました。
太宰府市長賞受賞者の皆さん

　子ども大学だざいふ・ふくおかで講演世界に羽ばたく人材育成

　子ども大学だざいふ・ふくおかが日本経済大学で３月19日㈰に開講され、名誉学長の楠田市長と日経大竹川

教授が１時限目の講師を務めました。

　この取り組みは、主に小学生を対象に大学キャンパスという教育環

境を活用して大人同等の授業を行い、未来への興味関心を呼び起こ

す試みです。

　楠田市長からは令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクトを題材に政

治行政の役割や地域振興のアイデアづくりのヒントを提供しました。

　日本経済大学のウクライナ避難民学生や教員も講演を行い、参加

者は興味深そうに聞き入っていました。 講演関係者

　年度末 年度始め行事を行いました人材育成・登用

　本市の退職者辞令交付式を３月31日㈮、新規採用職員、人事交流職員、

異動職員への辞令交付式を４月３日㈪にそれぞれ行いました。

　最長42年勤めた職員をはじめとして永年市政へ貢献した退職者14人、新

たな意欲で臨む新規採用職員７人と異動職員が辞令を受け取りました。

　楠田市長は、年度末行事の際には退職職員へ心からの労いを伝え、年

度始め行事の際には心機一転 世の為 人の為 市民の為に持ちうる力を共

に出し尽くそうと呼びかけました。
宣誓する新規採用職員

たけがわ
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